
「タキさんの100歳を祝福」

　11月９日、小野寺タキさん（長興寺下）が100
歳の誕生日を迎え、長興寺小学校の６年生９人が
お祝いに訪れました。児童たちは花束や色紙、
ハッピーバースデーの歌を贈り、「私たちもタキ
さんを見習って、元気に明るく学校生活を送りた
いと思います」と握手を交わしました。

平成22年度上半期の財政状況…２～３
　一般会計予算は35億2,746万円に
●保育園・幼稚園の園児を募集…４　●九戸村斎場が完成しました…５
●第24回村産業・芸術文化まつり…６～７　
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一般会計歳入の状況
　　　　　●予算額　　35億2,746万円
　　　　　●収入済額　21億　796万円
　　　　　●収入率　　59.8%

■
支
出
済
額
13
億
円
︑
執
行
率
38
％

　

上
の
グ
ラ
フ
は
一
般
会
計
予
算
の

執
行
状
況
で
す
。
歳
入
と
歳
出
に
つ

い
て
、
予
算
額
に
対
す
る
進
み
具
合

を
そ
れ
ぞ
れ
収
入
率
、
執
行
率
で
表

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
見
る
と
、
歳

入
の
収
入
済
額
は
21
億
７
９
６
万
円

で
、
59
・
8
％
の
収
入
率
（
前
年
度

同
期
58
・
5
％
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。
一
方
、
歳
出
の
支
出
済
額
は

３
％
増
で
総
額
35
億
円

12
億
７
６
５
０
万
円
で
、
執
行
率
は

36
・
2
％
（
同
36
・
3
％
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
村
債
残
額
37
億
円︵　

   

41
億
円
︶

　

事
業
を
行
う
際
の
財
源
不
足
を
補
う

た
め
に
村
が
国
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
る

村
債
（
借
金
）
の
残
高
は
、
9
月
30
日

現
在
で
37
億
４
７
４
１
万
円
で
す
。
村

民
一
人
当
た
り
で
は
、
約
56
万
円
（
同

68
万
円
）
と
な
り
ま
す
。

22
年
度
一
般
会
計
の
当
初
予
算

額
は
、
34
億
２
５
４
５
万
円
で
し
た
。

そ
の
後
2
回
の
予
算
補
正
を
行
い
、

上
半
期
（
9
月
30
日
現
在
）
の
予
算

額
を
35
億
２
７
４
６
万
円
と
し
ま
し

た
。
主
な
内
容
は
、
農
道
戸
井
良
線

改
良
舗
装
工
事
・
看
視
舎
風
除
室
設

置
工
事
、
い
わ
て
希
望
農
業
担
い
手

応
援
事
業
補
助
金
、
学
校
給
食
施
設

備
品
購
入
費
な
ど
を
追
加
し
、
全
体

で
1
億
2
０
1
万
円
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

前
年
度
同
期
と
の
比
較
で
は
、
公

債
費
が
２
億
１
８
０
７
万
円
（
27
・

4
％
）、
衛
生
費
が
１
億
７
５
０
８

万
円
（
51
・
8
％
）
減
と
な
る
一
方
、

農
林
水
産
業
費
が
８
０
８
２
万
円

（
48
・
8
％
）、
民
生
費
が
７
１
９
１

万
円
（
12
・
9
％
）、
土
木
費
が
２

２
５
７
万
円
（
6
・
9
％
）、
総
務

費
が
１
１
６
１
万
円
（
1
・
2
％
）

増
な
ど
に
よ
り
、
総
額
で
は
１
億
２

０
１
万
円
（
3
・
0
％
）
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

村
の
家
計
簿
を
公
表

一
般
会
計
予
算
は
35
億
２
７
４
６
万
円
に

平成22年度
上半期の財政状況

（9月30日現在）

昨
年
度

同
期
比

前
年
度

同　

期

　

村
の
予
算
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
る
村
税
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
、
交
付
金
な
ど
で
賄

わ
れ
て
い
ま
す
。
村
で
は
、
こ
の
予
算
の
執
行
状
況
や
財
産
の
内
訳
な
ど
を
お
知
ら
せ
す

る
た
め
、
年
に
２
回
（
上
半
期
と
下
半
期
）、
財
政
状
況
の
公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
平
成
22
年
度
上
半
期
（
４
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
）
の
一
般
会
計
・
特
別

会
計
な
ど
の
予
算
執
行
状
況
や
公
有
財
産
、
地
方
債
の
残
高
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

0 4 8 12 16 20 

地方交付税

村　　　税

村 債

県 支 出 金

国庫支出金

地方譲与税

地方消費税交付金

使用料及び手数料

繰 越 金

そ の 他

19億5,526万円 
15億7,317万円（80.5%） 

1億4,002万円 
6,953万円（49.7%）

4億4,170万円 

4億4,159万円 

0万円（0.0%） 

2億2,831万円（51.7%） 

2億4,038万円 
2,240万円（9.3%）

3,946万円
3,946万円（100.0%）

6,084万円 
1,663万円（27.3%） 

5,284万円 
2,981万円（56.4%） 

4,691万円 
2,008万円（42.8%） 

1億846万円 
1億857万円（100.1%） 

（億円） 

予算額 

収入済額 

（　　）内は収入率 

※その他は、諸収入・分担金及び負担金・自動車取得税交付金など
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水道事業会計の状況
◎収益的収入と支出…主に飲料水を作るお金

予算額は前年度同期と比べ 700万円（5.7％）の減となっています。

収　
　

入

科　　目 予算額 収入済額
水 道 料 金 11,200 6,146

一般会計補助金 160 0

その他の収益 240 23

合　　計 11,600 6,169

支　
　

出

科　　目 予算額 支出済額
浄･配･給水費用 3,613 1,772
施設等減価償却費 4,463 0
企業債利息償還金 2,193 1,107
その他(総係費含む) 1,331 315
合　　計 11,600 3,194

◎資本的収入と支出…主に施設を整備するお金

支出の予算額は前年度同期と比べ 858万円（26.2％）の増となっています。
支出超過分は、内部留保資金で運営しています。

収　
　

入

科　　目 予算額 収入済額
国 庫 補 助 金 0 0
一般会計補助金 579 0
一般会計出資金 0 0
建設改良補償金 0 0
企 業 債 0 0
立木売却代金 0 0
合　　計 579 0

支　
　

出

科　　目 予算額 支出済額
施 設 改 良 費 886 0

老朽管更新事業費 0 0

営 業 設 備 費 64 0

企業債償還金 3,181 1,601

合　　計 4,131 1,601

（単位：万円）

（単位：万円）

特別会計の状況
区       分 予　算　額 収入済額 支出済額

国民健康保険 7億9,243万円 2億6,255万円
（33.1％）

3億3,479万円
（42.2％）

老 人 保 健 290万円 0万円
（0.0％）

0万円
（0.0％）

後期高齢者医療 4,730万円 1,309万円
（27.7％）

904万円
（19.1％）

農業集落排水事業 2,970万円 1,550万円
（52.2％）

1,429万円
（48.1％）

下水道事業 1億4,430万円 7,015万円
（48.6％）

5,956万円
（41.3％）

索 道 事 業 3,065万円 235万円
（7.7％）

849万円
（27.7％）

戸田財産区 1,081万円 114万円
（10.5％）

632万円
（58.5％）

伊保内財産区 1,165万円 110万円
（9.4％）

304万円
（26.1％）

江刺家財産区 744万円 80万円
（10.8％）

156万円
（21.0％）

合 計 10億7,718万円 3億6,668万円
（34.0％）

4億3,709万円
（40.6％）

※収入済額より支出済額が多い会計については、会計間で一時運
　用を行っています。

公有財産・基金の状況

区       分 9月30日現在高 3月31日との比較

土 地 962,144㎡ ±0㎡

建 物 60,982㎡ ±0㎡

有 価 証 券 416万円 ±0万円

出資による権利 7,424万円 ±0万円

物 件 公用車・消防車など
67台 ±0台

財政調整基金 6億6,984万円 ±0万円

人材育成基金 1億円 ±0万円

減 債 基 金 1億4,573万円 ±0万円

地域振興基金 3億9,698万円 ±0万円

その他の基金 9,547万円 ±0万円

区       分 9月30日現在高 3月31日との比較

政 府 資 金 21億1,833万円 ＋949万円

地公体金融機構 3億9,805万円 ＋1億4,191万円

市中銀行など 9億5,393万円 －5,267万円

共 済 な ど 8,467万円 －1,387万円

岩手県基金 1億9,243万円 ±0万円

合 計 37億4,741万円 ＋8,486万円

村債の状況

※基金現在高は、一般会計に係るものを掲載しています。

※平成 22年 6月号に掲載した「出資による権利」欄の
3月 31日現在高「1億 7,518万円」は「7,424万円」の
誤りでしたので、訂正してお詫びします。

一般会計歳出の状況
　　　　　　　●予算額　　35億2,746万円
　　　　　　　●支出済額　12億7,650万円
　　　　　　　●執行率　　36.2%

0 2 4 6 8 10 

総 務 費 

民 生 費 

公 債 費 

土 木 費 

教 育 費 

農林水産業費 

消 防 費 

衛 生 費 

議 会 費 

そ の 他 

9億9,855万円 
3億6,822万円（36.9%）

6億2,997万円
2億3,231万円（36.9%）

5億7,869万円 

3億4,974万円 
8,324万円（23.8%）

2億6,705万円 
9,163万円（34.3%） 

2億4,630万円 
3,631万円（14.7%） 

1億9,216万円 
9,298万円（48.4%）

1億6,307万円 

4,707万円 
2,305万円（49.0%） 

5,486万円 
1,818万円（33.1%） 

（億円） 

予算額 

支出済額 

（　　）内は執行率 

2億6,437万円（45.7%） 

6,621万円（40.6%）

※その他は、商工費・予備費
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保
育
園
・
幼
稚
園
の
園
児
を
募
集

　
　

保
育
園

■
入
園
で
き
る
児
童

　

保
育
園
に
入
園
で
き
る
の
は
、
児
童
の

家
庭
の
方
が
、

❶
会
社
勤
め
な
ど
家
の
外
で
働
い
て
い
る

❷
家
庭
で
家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る

❸
妊
娠
中
、
ま
た
は
出
産
後
間
も
な
い

❹
病
気
や
け
が
、
ま
た
は
精
神
や
身
体
に

障
害
が
あ
る

❺
病
人
や
心
身
障
害
者
な
ど
の
世
話
を
し

て
い
る

－

な
ど
の
理
由
で
、
家
庭
で
の
保

育
が
十
分
で
き
な
い
場
合
と
な
り
ま
す
。

■
入
園
の
申
し
込
み

　

あ
ら
か
じ
め
、
保
育
園
や
役
場
住
民
生

活
課
で
申
込
用
紙
を
受
け
取
り
、
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
役
場
住
民
生
活
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
23
年
度
の
村
内
各
保
育
園
と
伊
保
内
幼
稚
園
の
入
園
申
し
込
み
の
受
け
付
け
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
入
園
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
関
係
書
類
を
持

参
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
現
在
入
園
し
て
い
る
児
童
が
引
き
続
き
入
園
す
る
場

合
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

■
持
っ
て
く
る
も
の

　

❶
保
護
者
の
印
鑑
❷
保
護
者
が
会
社
な

ど
に
勤
め
て
い
る
場
合
は
、
平
成
22
年
分

の
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
（
交
付
を
受

け
て
い
な
い
場
合
は
後
日
提
出
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る

方
を
除
く
。）
❸
給
与
所
得
者
以
外
（
農
業

や
事
業
所
得
者
な
ど
）
の
方
、
給
与
所
得

者
で
も
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方
は
、

申
告
書
の
写
し
（
申
告
後
に
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。）

■
調
べ
て
お
く
こ
と

　

❶
平
成
22
年
分
の
所
得
❷
耕
地
な
ど
財

産
の
状
況
❸
同
居
し
て
い
る
家
族
全
員
の

氏
名
、
生
年
月
日

■
保
育
料
に
つ
い
て

　

保
育
料
は
、
前
年
の
所
得
税
・
村
民
税
の
額

や
児
童
の
年
齢
に
基
づ
い
て
決
め
ら
れ
ま
す
。

■
入
園
の
決
定

　

申
込
書
類
を
審
査
し
、
後
日
入
園
決
定

通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。
な
お
、
申
し
込

み
時
に
入
園
希
望
の
保
育
園
を
記
入
し
て

い
た
だ
き
ま
す
が
、
各
保
育
園
の
定
数
な

ど
に
よ
り
希
望
に
添
い
か
ね
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

《
受
付
期
間
》
12
月
13
日
（
月
）
〜
12
月
17
日
（
金
）

《
申
込
み
先
》
保
育
園
…
役
場
住
民
生
活
課 

、
幼
稚
園
…
伊
保
内
幼
稚
園

■園児を募集する施設

施設名 電話番号 対象年齢 保育時間
戸　田保育園 43-2315 満 2歳以上

7:30～18:15
※希望により

19:15まで

伊保内保育園 42-2208 生後 6か月以上
（幼保一体型施設）

江刺家保育園 42-2207 満 2歳以上

（幼保一体型施設）

伊保内幼稚園 42-3131 満 3歳以上 8:00～15:00

※対象年齢は平成 23年４月１日現在の年齢

※平成 23年度から、現在の長興寺保育園については廃止し、伊保内
幼稚園および江刺家保育園については、幼稚園・保育園一体型施設
として、長興寺大向地区に建築し、平成23年度から通園開始予定です。

　
　

幼
稚
園

■
入
園
の
申
し
込
み

　

あ
ら
か
じ
め
幼
稚
園
か
、
教
育
委
員
会

で
入
園
願
書
を
受
け
取
り
、
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
伊
保
内
幼
稚
園
に
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

■
調
べ
て
お
く
こ
と

　

現
在
同
居
し
て
い
る
家
族
全
員
の
氏
名

と
生
年
月
日

■
主
な
納
入
金

　

入
園
料
、
保
育
料
、
給
食
代
、
行
事
お

や
つ
代
、
教
材
費
な
ど

　
　

保
育
園
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
▼
役
場
住
民
生
活
課
︵
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
０
３
︶
ま

た
は
そ
れ
ぞ
れ
の
保
育
園
へ
︒
幼
稚
園
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
▼
村
教
育
委
員
会
︵
☎
42-

２
１
１
１
内
線
３
３
３
︶
ま
た
は
伊
保
内
幼
稚
園
︵
☎
42-

３
１
３
１
︶
へ
︒

　
　



5 広報くのへ（2010年12月号）

新
火
葬
場「
九
戸
村
斎
場
」

が
完
成
し
ま
し
た

問
役
場
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
１

◆火葬場使用料

区　分 村　民 村民以外の者
15歳以上 10,000円 20,000円
15歳未満

（死産児を含む） 5,000円 10,000円

改　葬 5,000円 10,000円
四肢その他
身体の一部 5,000円 10,000円

　

旧
火
葬
場
の
老
朽
化
に
よ
り
、

平
成
21
年
度
か
ら
建
築
を
始
め
て

い
た
火
葬
場
が
完
成
し
、
11
月
２

日
か
ら
稼
働
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

建
て
替
え
に
伴
い
、
新
火
葬
場
の

名
称
は
「
九
戸
村
斎
場
」
と
な
り

ま
し
た
。

　

構
造
は
鉄
骨
平
屋
建
て
、
延
べ

面
積
は
343
㎡
。
玄
関
ホ
ー
ル
を
入

り
、
右
側
に
待
合
室
、
左
側
に
炉

前
ホ
ー
ル
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

待
合
室
と
炉
前
ホ
ー
ル
は
以
前
の

火
葬
場
よ
り
も
広
く
、
光
が
入
り

や
す
い
空
間
に
な
り
ま
し
た
。
ト

イ
レ
は
男
女
各
専
用
と
、
高
齢
者

や
身
障
者
の
た
め
の
多
目
的
ト
イ

レ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
火
葬
炉

は
一
基
で
、
従
来
の
火
葬
時
間
よ

り
も
約
30
分
短
縮
、
所
要
時
間
は

約
１
時
間
30
分
と
な
り
ま
し
た
。

火
葬
場
使
用
料
金
は
以
前
と
変
わ

ら
ず
、
右
下
の
表
の
と
お
り
と
な

り
ま
す
。

　

九
戸
村
斎
場
に
は
、
動
物
炉
は

設
置
し
て
い
ま
せ
ん
。
ペ
ッ
ト
の

火
葬
は
、
二
戸
管
内
で
は
「
斎
場

に
の
へ
」（
二
戸
市
下
斗
米
字
寺

久
保
113-

１
）
で
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は

二
戸
市
役
所
生
活
環
境
課
（
☎
23-

３
１
１
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼　炉前ホール

▲　待合室



第
24

回
村
産
業
・
芸
術
文
化
ま
つ
り

　

第
24
回
九
戸
村
産
業
・
芸
術
文
化
ま

つ
り
（
村
産
業
・
芸
術
文
化
ま
つ
り
実

行
委
員
会
主
催
）
は
10
月
28
日
か
ら
10

月
31
日
ま
で
と
、
11
月
３
日
、
村
公
民

館
な
ど
を
主
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

展
示
部
門
は
10
月
29
日
か
ら
３
日
間
、

村
公
民
館
と
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
文
化
協
会
や
村
地
域
婦

人
団
体
協
議
会
、
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
な
ど
各
団
体
か
ら
多
く
の
作
品
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
美
術
や

文
芸
、
手
芸
作
品
な
ど
が
並
べ
ら
れ
、

訪
れ
た
人
は
、
作
品
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ

じ
っ
く
り
と
眺
め
て
い
ま
し
た
。

　

産
業
部
門
は
、
10
月
30
日
と
31
日
、

村
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
村
内

外
か
ら
25
の
企
業
・
団
体
が
出
店
し
、

多
く
の
買
い
物
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
ジ
ャ
ン
ボ
ダ
ル
マ
落
と

し
大
会
や
そ
ば
早
食
い
大
会
、
赤
ち
ゃ

ん
の
ハ
イ
ハ
イ
レ
ー
ス
な
ど
が
催
さ
れ
、

終
始
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

　

発
表
部
門
は
、
文
化
の
日
の
11
月
３

日
に
Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

6

12

3

57

6

4



小
中
学
校
や
高
校
、
一
般
な
ど
全
部
で

11
の
団
体
が
出
演
し
、
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
披
露
す
る
と
、
客
席
か
ら
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

【
写
真
】
1
産
業
部
門
の
会
場
に
は
お

買
い
得
商
品
が
ず
ら
り
2
ジ
ャ
ン
ボ
ダ

ル
マ
落
と
し
の
成
功
者
に
は
商
品
券
が

贈
ら
れ
ま
し
た
3
九
戸
神
楽
保
存
会
は

「
権
現
舞
」
を
披
露
4
民
謡
に
合
わ
せ
て

し
な
や
か
に
舞
う
日
本
民
謡
協
会
九
戸

会
の
「
三
人
荷
方
」
5
来
場
者
は
、
知

人
の
作
品
に
つ
い
て
談
笑
し
な
が
ら
展

示
品
を
眺
め
て
い
ま
し
た
6
マ
ス
コ
ッ

ト
作
り
体
験
コ
ー
ナ
ー
7
小
学
生
か
ら

一
般
の
書
道
作
品
が
並
べ
ら
れ
ま
し
た

8
作
品
に
見
入
る
来
場
者
9
発
表
部
門

の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
を
飾
っ
た
戸
田
小

学
校
の
全
校
合
唱
。
２
曲
を
披
露
し
ま

し
た
�
勇
ま
し
い
演
技
が
大
き
な
拍
手

を
浴
び
た
江
刺
家
神
楽
�
１
歳
児
に
よ

る
ハ
イ
ハ
イ
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
ま
し
た

�
ホ
ー
ル
を
響
か
せ
た
政
實
太
鼓
保
存

会
�
九
戸
中
学
校
と
伊
保
内
高
校
の
吹

奏
楽
部
の
演
奏
は
、
観
客
も
手
拍
子
で

参
加
�
生
け
花
や
盆
栽
な
ど
多
く
の
作

品
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
�
押
し
花
体
験

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
し
お
り
や
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
を
制
作

7 広報くのへ（2010年12月号）
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8

m u r a  n o  w a d a i

むらのわだい

活発な意見交換が行われた村政懇談会

タオルを手渡す郵便局長の皆さん

二戸地区郷土芸能発表会
郷土芸能を堪能するひととき

　第37回二戸地区郷土芸能発表会（同実行委主催）は

11月３日、村公民館ＨＯＺホールで開催され、満員の

観客が二戸地区の郷土芸能を楽しみました。田村佳子実

行委員会会長は「伝統を守り、受け継ぎ、育ててきた郷

土芸能保存会の皆さんに感謝します。観客の皆さんは今

日の発表を十分に堪能してください」とあいさつ。ステー

ジでは各地区の個性あふれる郷土芸能が発表され、観客

からは大きな拍手が送られていました。

皆さんからいろいろな情報をお待ちしています。
お気軽に広報担当☎ 42-2111（内線 168）へお寄せください。

村政懇談会
今後の村づくりを考える
　村づくりをともに考える場として、村政懇談会が11

月４日から16日までの延べ７日間、村内７会場で行わ

れました。懇談会には、全会場合わせて約95人が出席。

村総合発展計画後期５年間の検証を村と村民の皆さんで

行い、これからの村づくりについて意見や要望をいただ

きました。村では、今回出された貴重な意見を、今後の

村政に生かしていきます。

郵便局長会がタオル100本寄贈
福祉向上に役立てて
　11月４日、県北部特定郵便局長会九戸支部の松橋勉伊

保内郵便局長、西山剛戸田郵便局長、雇地紀正江刺家郵

便局長の３人が村総合福祉センターを訪れ、タオル100

本を寄贈しました。上柿初雄村福祉協議会長と利用者を

代表して古舘リヤさん（雪屋）が受け取り、感謝の言葉

を述べました。この取り組みは、地域の福祉向上のため

に行われているものです。

①

②③



9 広報くのへ（2010年12月号）

「そば打ち」のユーモアのある踊りに、大きな笑いが起きました

児童たちは一人ずつ、もちつきを体験しました

地域とはじめる環境報告会
事業所と地域の相互理解深める
　地域とはじめる環境報告会（いわて県北クリーン㈱な
ど主催）は11月17日、いわて第２クリーンセンターで

開催され、地域住民や関係者約20人が参加しました。

事業場の概要説明と見学の後は意見交換会が行われ、

「環境面・安全面で安心感をもつことができた」「今後

も地域住民への説明会を開催して」などの意見が出せ

れ、事業者と住民の相互理解を深めました。

第１回ふるさと創造館まつり
郷土の食と芸能を満喫
　第１回ふるさと創造館まつり（村文化協会主催）は

11月21日、ふるさと創造館で開催され、多くの来場者

でにぎわいました。会場では手芸・工芸などが展示され

たほか、魚の塩焼き、豚汁などを販売。発表部門では、

村舞踊研究会など５団体とゲストの早川清さんが歌や踊

りで観客を楽しませました。まつり終了後、来場者は満

足気な表情で会場を後にしていました。

山根小で収穫感謝の会
感謝の気持ち忘れず

　11月20日、山根小学校で収穫感
謝の会が開催されました。食事会の
メニューは、児童が田植え・収穫な
どを行ったもち米から作ったおもち
や、地元産の食材がたっぷり入った
雑煮など。本堂晴

はる

夏
か

さん（６年）は
「地元の方に教わりながら、米の収穫
をしたり、料理を作ることができま
した。普段お世話になっている人、
食べ物に感謝しながら食べましょう」
とあいさつし、家族や地元の方たち
と一緒に食事を楽しみました。

事業場で説明を聞く報告会参加者

❶
軽
や
か
に
舞
う
荒
谷
獅
子
踊
り
保
存
会
❷
え
ん
ぶ
り
は
、
豊
作
を
祈
願
す
る
農
耕
儀
礼
が

発
展
し
て
芸
能
と
な
っ
た
も
の
（
妻
の
神
え
ん
ぶ
り
）
❸
笹
木
康
智
さ
ん
、
健
勇
さ
ん
兄
弟

が
息
の
合
っ
た
舞
い
を
披
露
し
た
瀬
月
内
神
楽
❹
発
表
会
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
、
特
別
出

演
の
伊
保
内
高
校
郷
土
芸
能
委
員
会
が
務
め
ま
し
た

④
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7000人の広場

　

昭
和
29
年
、
当
時
の
戸
田
村
消
防
団
に

入
団
。
そ
の
後
、
班
長
、
部
長
、
副
分
団

長
を
経
て
、
昭
和
43
年
か
ら
第
８
分
団
長

を
務
め
、
33
年
に
わ
た
り
地
域
消
防
や
防

災
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
功
績

が
た
た
え
ら
れ
、
昭
和
55
年
に
岩
手
県
知

事
表
彰
、
昭
和
59
年
に
消
防
庁
長
官
表
彰

を
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。「
友
達
か
ら
た
く

さ
ん
の
祝
福
の
電
話
を
い
た
だ
い
た
こ
と

が
、
受
章
以
上
に
嬉
し
い
出
来
事
で
し
た
。

消
防
団
に
在
籍
中
は
、
火
事
が
出
た
と
き
、

安
全
に
素
早
く
駆
け
つ
け
る
こ
と
を
第
一

に
心
が
け
て
い
ま
し
た
。
消
防
演
習
は
、

消
防
団
の
活
動
を
住
民
に
披
露
で
き
る
楽

し
い
行
事
で
し
た
ね
。」
と
振
り
返
り
ま
す
。

泥
の
木
在
住
。

秋の叙勲・褒章

瑞
宝
単
光
章

◦
消
防
功
労

高
島
與
三
郎
さ
ん（
80
）

藍
綬
褒
章

◦
統
計
調
査
功
労

平
中　
末
藏
さ
ん（
83
）

藍
綬
褒
章

◦
更
生
保
護
功
労

高
島　
フ
ミ
さ
ん（
77
）

　

昭
和
30
年
か
ら
平
成
22
年
ま
で
12
回
の

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
携
わ
ら
れ
た
ほ
か
、

国
勢
調
査
を
11
回
、
岩
手
県
農
林
漁
業
統

計
調
査
を
21
回
な
ど
数
多
く
の
統
計
で
調

査
員
を
務
め
ら
れ
、
統
計
調
査
業
務
に
尽

く
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
功
績
が
評
価

さ
れ
、
岩
手
県
知
事
表
彰
、
農
林
水
産
大

臣
表
彰
な
ど
、
多
く
の
表
彰
を
受
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
現
在
、
村
統
計
調
査
員
協
議

会
長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
調
査
員
就

任
時
か
ら
、
正
確
な
調
査
結
果
を
得
ら
れ

る
よ
う
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。
昔
に
比
べ
、
現
在
は
精
度
の
高
い

調
査
結
果
が
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

ね
。」
と
調
査
員
の
熱
意
を
の
ぞ
か
せ
ま
す
。

荒
谷
在
住
。

　

昭
和
58
年
か
ら
現
在
ま
で
の
約
27
年
間
、

罪
を
犯
し
、
保
護
観
察
と
な
っ
た
人
の
社

会
復
帰
を
手
助
け
す
る
保
護
司
と
し
て
、

活
動
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
19
年

に
は
、
更
生
保
護
行
政
の
推
進
に
貢
献
し

た
と
し
て
、
法
務
大
臣
表
彰
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。「
保
護
司
の
活
動
で
は
、
相
手
の

立
場
で
物
事
を
考
え
て
い
く
こ
と
を
大
事

に
し
て
い
ま
す
。
女
性
は
家
で
働
く
も
の
、

と
い
う
時
代
で
し
た
が
、
女
性
も
外
に
出

て
、
色
々
な
こ
と
を
習
わ
な
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
今
回
の
受
章
は
思
い
も
よ

ら
な
い
も
の
で
し
た
が
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

を
は
じ
め
、
家
族
の
理
解
が
あ
っ
て
こ
そ

で
す
。」
と
周
囲
へ
の
感
謝
を
口
に
し
ま
す
。

泥
の
木
在
住
。

2010年秋の叙勲・褒章受章者が発表され、消防功労の高島與三郎さん（泥の木）が瑞宝単光章、
統計調査員の平中末藏さん（荒谷）と保護司の高島フミさん（泥の木）が藍綬褒章を受章しました。
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村
ち
び
っ
子
綱
引
き
大
会

山
小
イ
ー
グ
ル
ス
が
接
戦
制
す

　

第
24
回
村
ち
び
っ
子
綱
引
き
大
会
は
11

月
７
日
、
村
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
14
チ
ー
ム
、
１
７
３
人
の
児
童
が
参

加
し
ま
し
た
。
昨
年
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
流
行
で
中
止
と
な
っ
た
た
め
、
２

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
今
大
会
。
開
会

式
で
は
前
大
会
の
優
勝
チ
ー
ム
「
コ
コ
ロ
」

（
伊
保
内
小
・
川
向
子
ど
も
会
）
の
浜
平
美

佳
さ
ん
（
６
年
）
が
選
手
宣
誓
を
行
い
、

大
会
長
の
千
葉
利
夫
教
育
長
が
「
綱
引
き

は
気
持
ち
を
一
つ
に
す
る
こ
と
と
、
我
慢

す
る
こ
と
が
大
事
。
勝
っ
て
も
負
け
て
も
、

小
学
生
ら
し
く
元
気
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
選
手
を
激
励
し
ま
し
た
。

大声援のなか、２大会ぶりの優勝を決めた山小イーグルス

　

３
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か

れ
て
総
当
た
り
戦
を
行
い
、

勝
ち
数
が
多
い
８
チ
ー
ム
が

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
。

決
勝
戦
で
は
山
小
イ
ー
グ
ル

ス
（
山
根
小
）
と
チ
ー
ム
ス

マ
イ
ル
（
長
興
寺
小
・
ジ
ャ

ン
ボ
、
ダ
イ
ヤ
、
さ
く
ら
子

ど
も
会
）
が
接
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。
２
セ
ッ
ト
終
了

時
点
で
１
対
１
と
な
り
、
３

セ
ッ
ト
目
で
山
小
イ
ー
グ
ル

ス
が
勝
利
を
収
め
、
８
度
目

の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
上

位
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

❶
山
小
イ
ー
グ
ル
ス
❷
チ
ー

ム
ス
マ
イ
ル
❸
コ
コ
ロ
、
江

刺
家
Ｂ
チ
ー
ム
（
江
刺
家
小
・

山
屋
、
元
村
２
子
ど
も
会
）

わが家の人気者
読売新聞社主催・県作文コンクール
荒田咲世乃さん優秀賞に輝く

優秀賞を受賞した荒田咲世乃さん

「
第
60
回
全
国
小
・
中

学
校
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
」（
読
売
新
聞
社
主

催
）
の
県
審
査
が
行
わ

れ
、
荒
田
咲さ

世よ

乃の

さ
ん

（
長
興
寺
小
６
年
）
の

作
品
が
優
秀
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

作
文
は
、「
め
ぐ
さ
め
ご
い
子
犬
」
の
題

名
で
、
今
年
の
春
か
ら
飼
い
始
め
た
愛
犬

に
つ
い
て
書
い
た
も
の
。
毎
日
愛
犬
の
日

記
を
つ
け
て
い
た
荒
田
さ
ん
へ
、
担
任
の

先
生
が
作
文
を
書
く
こ
と
を
提
案
し
、
今

回
の
受
賞
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
荒
田
さ

小野愛
あい

太
た

郎
ろう

くん
12月19日生まれ／山根

（父）努さん（母）三輪子さん

「あいたん、生まれてきてくれ

てありがとう。これからも家族

５人でず～っと幸せになろう

ね！」パパ・ママより

◉１月に１歳を迎える赤ちゃんの写真を募集していま
す！ 12月 17日（金）までに、❶写真❷お子さまへの
メッセージを書いた紙を、役場総務企画課広報担当（☎
42-2111内線 168）までお持ちください。

ん
は
受
賞
に
つ
い
て

「
び
っ
く
り
し
た
け
ど

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

作
文
を
書
く
と
き
は
、

出
来
事
だ
け
で
な
く
、

し
っ
か
り
と
自
分
の
気

持
ち
を
書
く
こ
と
を
意

識
し
て
い
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
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7000人の広場

菅
野
　
岑
子

ま
た
風
の
匂
ひ
の
変
わ
り
つ
つ
じ
山

夏
山
を
す
っ
き
り
見
せ
て
通
り
雨

花
ね
む
に
篠
つ
く
雨
と
な
り
に
け
り

咲
く
が
ま
ま
散
る
が
ま
ま
見
し
桜
か
な

冬
部
　
雪
女

冬
日
和
火
の
見
櫓
の
高
々
と

重
ね
着
や
小
さ
き
幸
せ
包
み
込
む

強
霜
や
静
か
す
ぎ
た
る
里
の
朝

冬
ぬ
く
し
蕎
麦
道
場
の
賑
わ
え
り

舘
村
　
青
村

軒
陰
や
ゆ
ら
ぐ
干
菜
の
青
臭
し

事
無
き
を
得
て
小
春
日
の
安
慰
か
な

納
豆
や
虚
実
絡
ま
る
糸
を
引
く

義
　
也

初
霜
は
牛
舎
に
通
う
路
に
踏
む

青
空
を
か
き
混
ぜ
る
如
柿
を
も
ぐ

高
島
ふ
み
女

菊
蒸
す
や
あ
り
し
日
の
母
近
づ
け
り

饅
頭
の
焼
印
も
み
じ
の
く
っ
き
り
と

老
い
先
を
の
ば
し
た
き
か
な
渡
り
鳥

田
村
　
畦
畔

新
そ
ば
は
郷
土
料
理
の
そ
ば
か
っ
け

小
鳥
か
と
紛
ふ
落
葉
や
恩
師
逝
く

山
里
の
我
が
家
落
葉
に
埋
れ
け
り

古
舘
や
す
お

初
霜
や
黙
だ
ん
ま
り
と
お
す
大
烏

荒
壁
に
干
菜
吊
る
し
て
住
み
に
け
り

凩
や
捲
ら
ぬ
ま
ま
の
壁
暦

※
　
　
　
※
　
　
　
※
　
　
　
※

【
十
月
例
会
の
席
題
句
】

　
　『
秋
深
し
』
よ
り

口
は
ま
だ
達
者
な
母
よ
秋
深
し
（
雪
　
女
）

先
の
こ
と
考
え
過
ぎ
て
秋
深
し
（
ふ
み
女
）

大
欅
に
瘤
の
三
っ
つ
や
秋
深
し
（
や
す
お
）

　
　『
天
』
よ
り

山
麓
を
途
は
何
処
ま
で
天
高
し
（
や
す
お
）

天
明
の
飢
饉
哀
話
や
豊
の
秋
　（
ふ
み
女
）

秋
天
に
起
重
機
折
れ
て
家
の
建
つ（
雪
　
女
）

　
　『（
雑
詠
）』
よ
り

ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
季
寄
せ
片
手
に
山
粧
う
（
ふ
み
女
）

連
山
の
よ
そ
ほ
ひ
一
気
に
霜
三
日（
ふ
み
女
）

少
年
の
日
の
水
車
場
所
あ
き
つ
群
る
（
や
す
お
）

立
冬
や
何
処
も
彼
処
も
が
ら
ん
ど
う
（
や
す
お
）

露
の
世
や
老
い
ね
ば
見
え
ぬ
こ
と
も
あ
り
（
雪
　
女
）

新
蕎
麦
の
振
る
舞
ひ
も
あ
る
道
の
駅
（
雪
　
女
）

※
　
　
　
※
　
　
　
※
　
　
　
※

第
２
７
１
回
◉
く
の
へ
俳
句
会

む
ら
の
文
芸
　

　

第
45
回
村
民
体
育
大
会
の
綱
引
競
技
は
11

月
21
日
、
村
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
開
会
式
で
柴
田
秀
二
大
会
長
は
、「
地

域
の
代
表
と
し
て
の
誇
り
を
持
ち
、
今
ま

で
取
り
組
ん
だ
成
果
を
発
揮
し
て
く
だ
さ

い
」
と
選
手
を
激
励
。
昨
年
男
子
の
部
で

優
勝
を
果
た
し
た
戸
田
１
区
を
代
表
し
て
、

村
民
体
育
大
会
最
終
種
目
・
綱
引
競
技

伊
保
内
１
区

３
年
ぶ
り
の
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
果
た
す

篠
山
諒
さ
ん
が
選
手
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

競
技
の
結
果
、
男
子
の
部
で
は
戸
田
１

区
の
３
連
覇
を
阻
止
し
た
伊
保
内
１
区
が

優
勝
。
女
子
の
部
で
は
、
伊
保
内
１
区
が

無
敗
の
優
勝
を
果
た
し
、
６
連
覇
を
達
成

し
ま
し
た
。
伊
保
内
１
区
の
ア
ベ
ッ
ク
優

勝
は
３
年
ぶ
り
の
快
挙
と
な
り
ま
す
。

圧倒的な強さで６年連続の優勝に輝いた伊保内１区女子

伊保内１区男子は３年ぶりの優勝を手にしました
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国 保 だ よ り

交通事故によるけがの治療に
国保を使うときは届け出をしましょう

　冬が到来し道路の凍結などで交通事故が発生し

やすい状況になります。交通事故によるけがは本

来、その治療費を加害者が負担しなければなりま

せん。しかしながら、加害者の経済的理由などで

治療ができなくなることを防ぐため、国保を使用

して治療を受けることもできます。

◎　役場の国保窓口に必ず届け出てください。
　国保を使って治療するとその治療費は、国保が

一時的に立て替えることになり、すべての治療が

終わったら国保が加害者に対して、その立て替え

た医療費を請求することになります。

　そのため、国保を使って治療したときは、役場

の国保窓口に被害の届け出をすることが法令によ

り義務づけられています。

◎　届け出に必要なもの
　❶　印鑑
　❷　国保の被保険者証
　❸　事故証明書（人身事故の証明がされているもの）

◎　示談は慎重に
　国保が一時的に立て替えた医療費は、本来加害

者が負担すべきもので、加害者には国保に返還す

る義務が生じます。

　ただし、加害者から返還してもらう分について、

当事者双方で請求しない旨の示談を行うと、国保

は加害者に請求できなくなり、被害者自身にも思

いがけない負担が発生するおそれがあります。

　示談の前には、役場の国保窓口に相談ください。

※　交通事故には十分注意しま

しょう。そして、万が一に備え、

自分や家族を守るためにも、自

動車やバイクに乗る人は任意保

険に加入しましょう。

問役場住民生活課国保住民班（☎ 42-2111内線 212）

第45回村民体育大会
伊保内１区が10連覇達成

１　位 ２　位 ３　位 ４　位 ５　位 ６　位
ゲート
ボール 長興寺 伊保内

２　区
伊保内
１　区 江刺家 戸　田

２　区

野　球 戸　田
２　区 長興寺 戸　田１区

伊保内１区
伊保内２区
江刺家

バレー
（男子） 江刺家 伊保内

２　区
戸　田
２　区

伊保内
１　区 長興寺 戸　田

１　区
バレー
（女子） 江刺家 伊保内

１　区
戸　田
２　区

伊保内
２　区

戸　田
１　区 長興寺

卓　球 戸　田
１　区

伊保内
２　区

伊保内
１　区

戸　田
２　区 江刺家

駅　伝 戸　田
２　区

戸　田
１　区

伊保内
２　区 江刺家 伊保内

１　区 長興寺

綱　引
（男子）

伊保内
１　区

伊保内
２　区

戸　田
２　区

戸　田
１　区 江刺家 長興寺

綱　引
（女子）

伊保内
１　区 江刺家 戸　田

２　区
戸　田
１　区

伊保内
２　区 長興寺

総　合 伊保内
１　区

戸　田
２　区

伊保内
２　区 江刺家 戸　田

１　区 長興寺

　

７
月
25
日
か
ら
始

ま
っ
た
第
45
回
村
民
体

育
大
会
は
、
綱
引
き
競

技
を
も
っ
て
全
競
技
が

終
了
し
ま
し
た
。
６
つ

の
競
技
で
争
わ
れ
た
今

大
会
は
、
伊
保
内
１
区

体
育
振
興
会
が
総
合
優

勝
に
輝
き
ま
し
た
。
同

体
育
振
興
会
は
、
平
成

13
年
の
第
35
回
大
会
か

ら
始
ま
り
、
10
連
覇
を

達
成
し
て
い
ま
す
。
全

競
技
の
結
果
は
下
の
表

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

法務局からのお知らせ

　現在、岩手県内にある法務局の各支局で取り

扱っている帰化などの国籍の得喪に関する届け

出は、平成23年１月１日から盛岡地方法務局

戸籍課において取り扱うこととなりました。

　詳しくは、盛岡地方法務局戸籍課（☎
019-624-9856）までお問い合わせください。

10
年
連
続
で
総
合
優
勝
旗
を
手
に
し
た
伊
保

内
１
区
体
育
振
興
会
。
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いつでも・どこでも・どなたでも…　生涯学習だより

❖
功
労
賞

▼
平た
い

中な
か

由よ
し

一か
ず

（
伊
保
内
第
１
区
体
育
振

興
会
）
＝
村
の
体
育
協
会
副
会
長
、
地

区
振
興
会
役
員
を
歴
任
、
本
村
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

❖
指
導
者
賞

▼
吉よ
し

田だ

知と
も

治は
る

（
伊
保
内
高
等
学
校
教
諭
）

＝
第
62
回
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
弓
道
競
技
で
伊
保
内
高
校
女
子
弓
道

部
を
３
位
入
賞
に
導
く
な
ど
、
選
手
の

技
術
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

❖
優
秀
選
手
賞

▼
和わ

蛇じ
ゃ

田た

美み

穂ほ

（
福
岡
高
等
学
校
２
年
）

＝
第
62
回
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
弓
道
競
技
女
子
個
人
出
場

▼
古ふ
る

舘だ
て　

凌
り
ょ
う
（
福
岡
高
等
学
校
３
年
）

＝
第
65
回
国
民
体
育
大
会
弓
道
競
技
少

年
男
子
団
体
近
的
優
勝

▼
田た

沢ざ
わ

大だ
い

智ち

（
㊑
阿
部
繁
孝
商
店
）

＝
第
65
回
国
民
体
育
大
会
軟
式
野
球
競
技

オ
ー
ル
岩
手
（
岩
手
選
抜
チ
ー
ム
）
出
場

▼
河か
わ

村む
ら

泰た
い

輔す
け

（
㊑
阿
部
繁
孝
商
店
）

＝
第
65
回
国
民
体
育
大
会
軟
式
野
球
競
技

オ
ー
ル
岩
手
（
岩
手
選
抜
チ
ー
ム
）
出
場

平成22年度

村体育協会スポーツ賞
　

　

ス
ポ
ー
ツ
技
術
の
向
上･

普
及
を
通
じ
て
村
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
つ
く
さ
れ
た
方
や
、
各
種
の
大
会
で
優
れ
た
成

績
を
収
め
た
選
手
、
チ
ー
ム
を
表
彰
す
る
ス
ポ
ー
ツ
賞
が

今
年
度
は
次
の
11
人
２
団
体
に
決
ま
り
、
11
月
21
日
の
村

民
体
育
大
会
綱
引
き
競
技
の
会
場
で
柴
田
秀
二
九
戸
村
体

育
協
会
会
長
か
ら
賞
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

▼
伊
保
内
高
等
学
校
女
子
弓
道
部

＝
第
62
回
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

弓
道
競
技
女
子
団
体
第
３
位

❖
奨
励
賞

▼
山や
ま

下し
た

さ
く
ら
（
伊
保
内
小
学
校
２
年
）

＝
第
25
回
ベ
ル
カ
ッ
プ
Ｓ
＆
Ｂ
杯
ち

び
っ
子
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
２
年
生
女

子
の
部
第
２
位

▼
平た
い

中な
か

海み

里り

（
伊
保
内
小
学
校
４
年
）

＝
第
25
回
ベ
ル
カ
ッ
プ
Ｓ
＆
Ｂ
杯
ち

び
っ
子
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
４
年
生
女

子
の
部
第
３
位

▼
屋や

形か
た

場ば

春は
る

菜な

（
伊
保
内
小
学
校
６
年
）

＝
ベ
ル
カ
ッ
プ
Ｓ
＆
Ｂ
杯
ち
び
っ
子
健

康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
お
い
て
、
６
年
連

続
上
位
入
賞

▼
風か

ざ

張は
り

鼓こ

太た

郎ろ
う

（
九
戸
中
学
校
１
年
）

＝
第
31
回
東
北
中
学
校
相
撲
大
会
出
場

▼
室む
ろ

野の

玖ひ
さ

美み

（
九
戸
中
学
校
３
年
）

＝
第
２
回
東
北
Ｕ
14
ク
ラ
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
シ
ッ
プ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
岩
手
選
抜

Ｂ
（
岩
手
選
抜
チ
ー
ム
）
第
３
位

▼
九
戸
村
Ｇ
ゲ
ー
ト

Ｂ
ボ
ー
ル

協
会
選
抜
チ
ー
ム

＝
第
22
回
岩
手
県
民
長
寿
体
育
祭
Ｇ
Ｂ

交
流
大
会
優
勝

平成 22 年度村体育協会スポーツ賞を受賞された皆さん
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放送大学で学ぼう
４月入学生募集中

　放送大学では平成23年度第１学

期（４月入学）の学生を募集中です。

放送大学はテレビやラジオの放送を

通して学ぶ遠隔教育の大学です。心

理学・福祉・経済・歴史・文学・自

然科学など、幅広い分野を学ぶこと

ができます。働きながら学んで大学

を卒業したい、学びを楽しみたいな

ど、様々な目的で幅広い世代、職業

の方が学んでいます。

　出願期間は２月28日まで。資料

は無料です。お気軽に放送大学岩手

センター（☎ 019-653-7414）まで請
求してください。また、放送大学ホー

ムページからもお申し込みできます。

Books 12月のおすすめ図書

小さいおうち

　昭和６年から昭和19年頃
のストーリーで、赤い家に住
む、若く美しい時子奥様と過
ごした女中奉公タキの記録。
年老いたタキが、奥様との出
会いを、ノートを開きながら
思い出す場面からはじまる…
そして穏やかな家庭生活と奥
様の切ない恋…

中島京子著／文藝春秋

津軽百年食堂

　青森地方には、70年以上
続いている大衆食堂が多数存
在するという。その中で開店
100年を迎え、津軽蕎麦の味
を守り続ける弘前市内のある
大衆食堂を舞台に、明治から
平成の４つの時代、そして7
人の主人公が語り部を変えな
がら進んでいく壮大なドラマ。

森沢明夫著／小学館

人生をいじくり
回してはいけない

　「あわてずにゆっくりやれ」
神様から与えられた人生を決
していじくり回したりしませ
ん。だからこそ幸せの空気に
包まれているのでしょう。こ
の世の天国と地獄とは！？　
水木しげるが、その半生をユ
ーモアたっぷりに綴ったエッ
セイの数々。

水木しげる著／日本図書センター

むねとんとん

　今日は、おばあちゃんがう
ちに来る日。一人で暮らして
いたおばあちゃんは、ずいぶ
ん歳をとっていたので、くま
君たちといっしょに暮らすこ
とになったのです。さぁーく
ま君は楽しみ♪「おばあちゃ
ん、まってたよ」ついにおば
あちゃんは、やってきました！

さえぐさひろこ作／小峰書店

村営くのへスキー場
12月18日土オープン

　12月18日からシーズン券（平庭高原スキー場共通券）の販

売を開始します。

■シーズン券料金　
　一般（高校生以上）15,000 円
　中学生以下　　　　10,000 円
　60 歳以上　　　　   10,000 円
　シーズン券購入、ゲレンデ状況などのお問い合わせは西山荘

２階管理事務所（☎42-2366）へ。

2011 シーズン  予定イベント
● 1 月 29 日（土）　戸のまち交流事業
● 2 月 　 5 日（土）　ナイター感謝デー
● 2 月 19 日（土）　小・中学校スキー大会
● 2 月 27 日（日）　スキー選手権大会
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　　　は百薬の長と言われ様々な効用がある反 面、つ

　　　いつい飲みすぎてしまいエネルギーのとり過ぎに

よって内臓脂肪をため込んでしまいがちです。そうした

方々によく見受けられるのは、間食（おやつ）やお酒を

計算に入れていないケースです。特にお酒のエネルギー

は実感しにくいものなので、ちょっとここで飲んだエネ

ルギー量をごはんに換算してみましょう。

★アルコールのエネルギー量★
・ビール　350 ㎖（１缶／ 140 ㎉）

・発泡酒　350 ㎖（１缶／ 158 ㎉）

・日本酒　180 ㎖（１合／ 193 ㎉）

・焼酎　　　90 ㎖（半合／ 131 ㎉）

・ワイン　100 ㎖（約半合／ 73 ㎉）

・ウイスキー　30 ㎖（71 ㎉）

☆ご飯１杯（約 140 ｇ／ 235 ㎉）になりますので、飲

んだエネルギーの合計（㎉）をご飯のエネルギー量

今月は
白梅愛子栄養士です。

みんなの健康
上手につきあいたいアルコール

国 民 年 金
news.

民年金は、老後の所得保障だけではなく、病

気やけがで重い障害が残ったときなどにも年

金を支給し、思いがけない人生の万が一もサポートす

る公的年金制度です。

■義務と権利
　日本国内にお住まいの20歳から60歳になるまでの

すべての方は、国民年金に加入して保険料を納付する

義務があり、年金を受け取る権利があります。

■加入の手続き
　学生や自営業者などの方で、20歳になって第一号

被保険者となる方は、役場で直接、手続きをしてくだ

さい。サラリーマンや公務員の第二号被保険者の方

や、その第二号被保険者に扶養される配偶者の第三号

被保険者の方は、勤務先の事業所が加入手続きを行い

ますので、個別の手続きは必要ありません。

■保険料の猶予・免除
　国民年金の第一号被保険者の平成22年度の保険料

額は、月額１万5,100円です。学生であるなど、収入

が少ないために国民年金保険料の納付ができない場合

は、申請により保険料の納付が猶予・免除となる制度

があります。この申請を行わないまま、国民年金保

険料が未納となっていると、老後の年金を受けられな

かったり、年金額が低くなる恐れがあります。また、

万が一のときに障害年金が受け取れないなどの思わぬ

事態を招きますのでご注意ください。

　詳しくは下記へお問い合わせください。

問　役場住民生活課国保住民班（☎42-2111内線211）
問　二戸年金事務所　　　　　（☎23-4111）

20歳になったら忘れずに
国民年金の加入手続きを

国

酒 （235 ㎉）で割るとご飯の量がでます。例えば、ビール

350 ㎖を３缶飲んだとした時の計算は、３缶× 140 ㎉

＝ 420 ㎉となり、420 ㎉÷ 235 ㎉＝ 1.8 杯となります。

ご飯に換算すると約２杯食べたことになります。

　また、ついつい飲みすぎてしまったら、そのエネルギー

分を運動で消費しましょう。速歩（分速約 100 ｍ）で

歩けば、１分間に約５㎉を消費できると言われています。

例えば、ビールを１缶多く飲んだ時には、140 ㎉ ÷ ５㎉

＝ 28 分歩くことにより消費されます。

★飲みすぎた分の速歩の目安★
・ビール　１缶／速歩 28 分

・焼酎　　１合／速歩 52 分

・日本酒　１合／速歩 39 分

　１日の摂取エネルギーを抑えるには、１日の飲む量を

ご飯約１杯（235 ㎉）程度までにとどめ、休肝日を設け

ながら楽しく適度な飲酒を心がけましょう。
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10月の事故・火災・救急
累計 昨年比

人身事故 0件 5件 －4件
物損事故 6件 53件 ±0件
死 亡 者 0人 0人 －2人
負 傷 者 0人 6人 －2人
飲酒運転検挙者 1人 2人 －3人
火　　災 1件 8件 －1件
救　　急 17件 224件 ＋20件
死亡事故０

ゼ ロ

日数 395日（10月末現在）

暖房器具は気をつけて
使用しましょう。

　　　月に入り気温も下がり、暖

　　　房器具の 恋しい季節になり

ました。暖房器具を使用する時は、

次のことに注意し、火災を未然に

防ぎましょう。　

☞1　ストーブの周りには燃えや
すい物を置かないこと。

☞2　ストーブの上部には洗濯物
を吊るさないこと。

☞3　ストーブの周囲は常に整理
清掃に努めること。

☞4　石油ストーブに給油する時
は必ず火を消してから行うこと。

☞5　お出かけ前やおやすみ前は
必ずストーブの火を消すこと。

12

火事と救急・救助は119
問二戸消防署九戸分署☎42-3119

年
末
年
始
特
別
警
戒
活
動

の
実
施

～
年
末
年
始
を
安
心
し
て

過
ご
し
ま
し
ょ
う
～

　
　
　

警
察
で
は
、
12
月
15
日

　
　
　

か
ら
１
月
３
日
ま
で
、

「
年
末
年
始
の
特
別
警
戒
活
動
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

年
末
年
始
は
、
特
に
、

●　

金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
な

ど
を
狙
っ
た
強
盗
事
件

●　

空
き
巣
や
事
務
所
荒
ら
し

な
ど
の
窃
盗
事
件

●　

路
面
凍
結
な
ど
に
よ
る
交

通
事
故　

な
ど
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
件
や
事
故
に

遭
わ
な
い
た
め
に
、

●　

防
犯
体
制
や
通
報
体
制
を

整
え
る

●　

鍵
か
け
を
励
行
す
る

●　

道
路
状
況
に
応
じ
た
安
全

運
転
に
努
め
る

　

ま
た
、
県
内
で
は
、
依
然
と

し
て
振
り
込
め
詐
欺
が
続
発
し

て
い
ま
す
。

　

振
り
込
め
詐
欺
で
は
、
警
察

官
を
か
た
っ
て
電
話
し
、「
詐

駐在所ホットライン
問二戸警察署九戸駐在所☎42-2210

欺
事
件
の
捜
査
を
し
て
い
る

が
、
あ
な
た
の
口
座
が
悪
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
変

更
し
な
い
と
い
け
な
い
。
銀
行

協
会
の
者
を
行
か
せ
る
の
で
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
渡
し
て

ほ
し
い
。
手
続
き
の
た
め
暗
証

番
号
を
教
え
て
ほ
し
い
。」
な

ど
と
言
い
、
自
宅
ま
で
来
て

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ
ま
し

と
り
、
カ
ー
ド
で
現
金
を
引
き

出
す
手
口
が
増
え
て
い
ま
す
。

だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に
は
、
ま

ず
は
「
あ
わ
て
ず
、あ
せ
ら
ず
、

※累計は１月からの合計です。

県

落
ち
着
い
て
」
本
当
か
ど
う

か
す
ぐ
に
警
察
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

村民の皆さん！
事件、事故や振り込め詐欺
に気をつけてください。
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ごみ収集日
収集区域 燃えるごみ ビン・金物 空き缶 粗大ごみ 紙・プラ

瀬月内～
二ツ家

毎週水曜日
6 20 91・8・15・22

鹿島～
南田

毎週木曜日
7 21 152・9・16・28

小倉～
細屋

毎週金曜日
13 27

第２火曜日
223・10・17・24 14

休日当番医　午前９時～午後５時 休日当番歯科医 午前９時～正午
5 日 二戸クリニック 5 日 阿部歯科クリニック

☎ 25-5770（二戸市） ☎ 25-4182（二戸市）

12 日 すがわら消化器内科 12 日 岩渕歯科医院
☎ 23-2879（ニ戸市） ☎ 32-2238（一戸町）

19 日 金田一診療所 19 日 曽根歯科医院
☎ 27-2205（二戸市） ☎ 27-3108（二戸市）

23 木 むらかみ医院いたみのクリニック 23 木 沢藤歯科医院
☎ 48-1500（軽米町） ☎ 25-4002（二戸市）

26 日 よこもり眼科クリニック 26 日 ぽっぽ歯科クリニック
☎ 22-2230（二戸市） ☎ 31-1182（一戸町）

31 金 千葉耳鼻咽喉科医院 30 木 右門歯科クリニック
☎ 23-2009（二戸市） ☎ 38-2288（二戸市）

1/1 土 小野寺クリニック 31 金 国香歯科医院
☎ 46-2822（軽米町） ☎ 23-2223（二戸市）

2 日 おりそ内科循環器クリニック 1/2 日 三澤歯科医院
☎ 22-2251（二戸市） ☎ 23-2445（二戸市）

3 月 浄法寺診療所 3 月 岩渕歯科医院
☎ 38-2021（二戸市） ☎ 32-2238（一戸町）

村のこよみ
5 日 九戸村ビーチボール大会（９時～体育センター）

6 月 BCG・三種混合予防接種（14時～保健センター）

7 火 保健師出前相談（９時30分～老人福祉センター）

9 木 岩手芸術祭巡回小・中学校美術展（９時～HOZホール、11日まで）

10 金 デイケア（９時30分～保健センター）

13 月 ぽっかぽか教室（個別　９時 30 分～保健センター）

18 土 村営くのへスキー場オープン（予定）

20 月 ぽっかぽか教室（９時 30 分～保健センター）

21 火 乳児・１歳６か月児健診、２歳児歯科健診（13時15分～保健センター）

27 月 固定資産税第３期納期限、国民健康保険税第６期納期限

お詫びと訂正

広報くのへ11月号13ページの
東井洋

4

一さんは、正しくは東
井陽

4

一さんでした。お詫びし
て訂正します。

■多重債務巡回相談
日時：12月 14日㊋午前10時～
午後５時／場所：東北財務局盛岡
財務事務所／予約受付締切／ 12
月７日㊋／予約・問い合わせ：東
北財務局多重債務相談窓口（☎

022-266-5703）

■個別健康相談
日時：12月９日㊍午後１時～３
時／場所：二戸市総合福祉セン
ター／予約・問い合わせ：二戸・
久慈地域産業保健センター（☎

23-4466）※電話相談は随時行っ

ています。

■法律相談
日時：12月７日㊋・21日㊋／場所：
二戸市市民協働部生活環境課／予
約：二戸市市民協働部生活環境課
（☎23-3111）／問い合わせ：岩手
弁護士会（☎019-623-5005）

■申し込み・問い合わせ　
　NPO法人カシオペア連邦地域づ

くりサポーターズ（☎23-2265・

FAX：23-2265・Ｅメールアドレス：

info@w-supporters.jp・〒028-6103

二戸市石切所字森合68二戸市カ

シオペアメッセ・なにゃーと３階）

※参加申込書に記入の上、FAX・郵

送・メールでお申し込みください。
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information
九戸村役場☎42-2111　http://www.vill.kunohe.iwate.jp/

NTT東日本の電話帳
を配達・回収します
　ＮＴＴ東日本岩手支店では、12
月中に順次、新しい電話帳（平成

23年１月発行）を各ご家庭・事業

所へお届けします。現在お使いの

電話帳は、新しい電話帳とお取り

替えしますので、配達員へ渡して

ください。ご不在などで配達員に

古い電話帳を渡せなかった場合、

後日改めて回収に伺いますので、

下記へ連絡ください。

■問い合わせ　
　タウンページセンタ

　（☎0120-506-309）

第７回岩手「道の駅」
スタンプラリー開催
■開催時期　12月１日㊌～平成
23年４月10日㊐　
■実施方法　岩手県内30か所の
「道の駅」を対象として、その「道

の駅」のスタンプを捺印し、制覇

正しく知ろう、
エイズのこと。

　12月１日は世界エイズデーです。

自分自身や大切な人のために、エ

イズについて正しく知りましょう。

《レッドリボンツリー設置》
■期間　12月１日㊌～12月８日㊌
■場所　二戸ショッピングセン
ターニコア内

《エイズ夜間相談・即日検査》
■日時　12月 15日㊌　午後５時
～７時まで

■場所　二戸地区合同庁舎３階　

健康相談室

※無料、匿名でどなたでも受ける

ことができ、当日30分で結果が

わかります。

※事前に予約ができます。

※性器クラミジア抗体検査も希望

により実施できます。（結果は１週

間後）

■問い合わせ　
　二戸保健所保健課

　（☎23-9206内線230）

来年１月 4日に
交通安全祈願祭

　二戸交通安全協会九戸分会では、
年の初めに１年間の無事故無違反

を願う「交通安全祈願祭」を次の

とおり行います。

■日時　平成23年１月４日㊋
　　　　午後２時～
■会場　村山村開発センター
《交通安全功労者優良運転者表彰》
　当分会では、交通安全祈願祭の

席上で「交通安全功労者・団体」

と「優良運転者」の表彰を行います。

■表彰の対象　①交通安全功労者・
団体表彰…長年にわたり地域の交

通安全活動を行い、無事故無違反

の実現に貢献のあった個人または

団体②優良運転者表彰…おおむね

７年以上無事故無違反を継続して

いる運転者。

　この表彰（地区表彰・県表彰受

賞者を含む）に該当すると思われ

る方は、12月 22日㊌までに当分
会の地区役員へお知らせください。

■問い合わせ　　
　二戸交通安全協会九戸分会

　（田澤忠雄宅☎43-2546）へ。

した「道の駅」の数により商品を

プレゼントする。

■問い合わせ　
　国土交通省岩手河川国道事務所

　調査第二課（☎019-624-3196）

出
で

愛
あい

クリスマスに
参加しませんか？

　NPO法人カシオペア連邦地域づ

くりサポーターズでは、「“マリオ

ス屋上レストラン　スカイメトロ

で夜景とバイキングを楽しむ” 出
で

愛
あい

クリスマスパーティー」を開催

します。

■参加費　男性…4,500円、女性
…3,500円　※参加費は、交通費（往

復電車）・夕食代（バイキング・飲

み放題）・ビンゴゲーム景品代・保

険料他込み。

■参加資格　20歳以上独身男女
（年齢制限なし）男性…二戸地域在

住・出身の方（二戸市・一戸町・

軽米町・九戸村）女性…将来二戸

地域に在住が可能な方

■募集人数　男女各20人（先着順）
■申込締切　12月20日㊊
※参加者には当日の参加者名簿な

どの配付は行いません。お互い承

諾した場合に、それぞれで本名・

連絡先を交換してください。
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犬の飼い方・マナーを守りましょう

　最近、「犬を放し飼いしている！」
「散歩の途中で道路や他の人の土地に
犬がフンをしても片づけない！」など、
苦情が寄せられています。飼い主さん
は、他人に迷惑をかけないよう、責任
を持って管理しましょう。
■問い合わせ　役場住民生活課保健衛生班（☎42-2111内線123）

戸籍だより
10月16日～11月15日届け出分・敬称略
※氏名は正字で表記しています。

☆お誕生おめでとう☆
畑　中　琉

る

　愛
あ

　（誠・直美） 　戸 田 下

安堵城　瑛
えい

　太
た

（正人・久美子） 荒　　谷

♡ご結婚おめでとう♡
関　畑　寛　勝　　（栃木県宇都宮市）

本　堂　美由紀　　（荒　谷）

●ご冥福をお祈りします●
三　春　市　藏　　（69歳）　　川　　向

屋形場　イ　ト　　（88歳）　　折 爪 荘

古　舘　フ　ジ　　（103歳）　　折 爪 荘

夏　井　謙太郎　　（88歳）　　瀬 月 内

立　波　芳　夫　　（80歳）　　丸 木 橋

五枚橋　広　典　　（19歳）　　五 枚 橋

関　口　フ　ミ　　（91歳）　　伊保内上

秋　元　廣　志　　（75歳）　　柿 の 木

人の動き
（平成22年 10月 31日現在）

●人　口　　６，６６９人（－１０）
　　男　　　３，２３３人（－１０）
　　女　　　３，４３６人（　±０）
　　　　　　　　（カッコ内は前月比）

　転　入　　　　９　人（１０８人）
　転　出　　　１２　人（１３０人）
　出　生　　　　２　人（　２６人）
　死　亡　　　　９　人（　８８人）

（カッコ内は１月からの累計）

●世帯数　　２，１８８世帯（－３）
　　　　　　　　（カッコ内は前月比）

編集室から
◆２年ぶりの開催となった、ちびっ子綱引
大会。決勝戦終了後の勝者と敗者の涙に
ちょっともらい泣き。一生懸命な姿を見て
こちらの気持ちも熱くなりました◆産業・
芸術文化まつりの展示部門では、手芸、工
芸などたくさんの作品が会場に並びました。
学生時代の美術の成績が、ここでは言えな
いくらいだった私。作品を見て感心しっぱ
なしでした（尾友）
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　いきいきふれあい集会（村社会福祉協議会主

催）は11月17日、HOZホールで開催され、一人

暮らしの高齢者77人が出席しました。村社会福祉

協議会の上柿初雄会長は「友達との語らいは大事

なこと。今日はゆっくりと楽しんでください」と

あいさつ。岩部村長の励ましの言葉に続き、小笠

原正基九戸駐在所長や太田清行九戸分署長が安全

な生活のための講話を行いました。乾杯の後は、

村地域婦人団体協議会など各団体によるアトラク

ションを開催。参加者は、ステージで発表される

歌や踊りに拍手を送りながら、仲間との会食を楽

しんでいました。

◉写真…伊保内保育園の園児は、歌と踊り、手作りの壁掛けを
プレゼント。参加者は目尻を下げて握手を交わしていました。

毎日元気に過ごしてね
いきいきふれあい集会に77人
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